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髄- 小脳- VL- 大脳皮質運動野｣系や ｢脊髄一
一小脳- VLr--大脳皮質運動野｣系などのVLを介
する系路が塩安祝されているが,これらのほか,脊髄一













































































榎本 知郎 (双海大 ･医)
大島 節 (京大 ･霊長研)
松林 肪明 く京大 ･霊長研)
ニホソザルのオスは,成長してから群れから群れへと
移箔をくり返すものが多い｡入群の際にはその群れのオ
I.ナオスの頂位系列の末尾に入るのが一般的である｡そ
して入群することによって,メスとの相互関係が交尾期
に限走されることなく,大きな恵味をもってくる｡本報
告は,こういった社会的地位の変化が,オスの内分泌環
境や性行動に与えるftZ啓を明らかにするための,突放虫
における基礎的な研究の結只である｡
非交尾期の6月に19日限 交尾期の12月に15日l札 ニ
ホソザルのオナナオス5頭を(1)個別ケーS7,(2)メスとの
出会わせを行う,(3)オス同士のグルーピソグ (ただし,
6月には不十分なグJt,-ピソグしかできなかった)とい
った条件下で飼育し,毎日1mlづつ採血し,また一頭あ
たり45分間,15秒単位で行動を記録した｡テストステロ
ソ(T)決定は ラジオイムノアッセイによって即売し
た●
結瓜として①血中T浪皮は6月で平均1.6ng/ml,12月
で3.9ng/mlと.交尾期には増大する,②いずれの時期
でも各個体のT汲皮は2-4日周mの著しい変動を示
す,③6月においては,オス同士のグルーピソ〆に上っ
て若干増加する.①12月のオス同士のグルーピソクでは
減少する｡とくに〆JI,-ピソ〆の翌日では各個体とも疏
著なT波皮の液少がみられた｡⑤メスとの出会せ条件に
よる血中T洗庇の変化はみられない.⑥血中T.n庇と交
尾行動の安来- LI1位時仰あたりの交ItL回数,交FBあた
りのマウソティソクの回数.交尾の長さ,交用あたりの
腰のスラスト回数,とのTIUrこ朗著な相関はなかったが.
T渋皮が低い程,後3者は訪い倍を示す仰向がうかがわ
ttた｡
食性との関連からみた霊長類の琵骨諸形質の
形態学的分析
茂原 倍生 (独協医大)
前年度の共同利用研究では,霊長放頭蓋のⅩ線投影の
際に,下顎骨も同時に投影した｡下顎骨を同時に撮影す
ることによって,食性によって異なる形態をとるとされ
る下顎披 くRamusmandibulae)の,頭蓋全体に対す
る位正閏旅を明らかにすることを可能にした｡
本年度は,昨年度投影したⅩ線写真に加えて,新たに
JMC所属の詔F<m規正の投影.およびトレースを行い.
各位の明らかにされた企性によってグ/レー ブわけを行っ
たのち,各企性の凸只にもとづくものと思われる下顎骨
冨tf形nの仕に閃旅を計5tTJ,統計処理を行った｡
盟具現の氏姓といっても,野外祝祭の確実なデータは
乏しい｡一般的に記搬されている食性をあげても,昆虫
虫を主体としたもの.穴央食を主体としたもの,菜食の
もの.雑血のもの苛と多肢にわたっており,下顎形態や
佃牙形rLPtに明確に反映されているといった ものではな
い｡
トレー スに上って得られた計測値の評価等について
は,対応者の江原教授と検討中ICあり.引続き例数をふ
やしていく予淀である｡
昨年度まで検討していた基準面については,霊長拐全
体に応用するには不安定な要素が多すぎる耳限平面 (7
ランク7ル1-平面),および白歯列を基準とする面は,考
察の対象から除くこととした｡
霊長粒へモグE)ピンの円=色性 (CI))によ
る系統研究
八森 牽,武田 符,放血達也
('lf学大 ･理工)
近年,へそグロピソ (Hb)の一次m遊の比較研究に
上って生物進化の道すじを分子レベルで解明しようとす
る研究の方向性が示唆され.すでに弘也の泣F<mについ
てα鎖,P鎖の一次m辺が次鬼され,7'ミノ放配列に多
少の相逆が見られる｡木研死では,分光学的な性TI.4'S
に円何光=色性 (CD).磁気円何光二色性 (MCD)を
aTJ定し,苗次桐辺上の知見を苛胡し,系統的および逝化
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